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一

一
、

　

新
潟
県
旧
西
蒲
原
郡
西
川
町
は
、
所
謂
『
町
史
』
を
も
た
な
い
。
平
成
十
七
年
に
新

潟
市
に
編
入
・
合
併
し
た
他
市
町
村
に
は
、
何
れ
も
発
刊
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
問
題

を
顧
慮
し
『
町
史
』
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、『
西
川
郷
土
史
考
』
発
行
を
目
指
す
途

次
を
、新
潟
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
（
第
11
巻
第
１
号 
人
文
・
社
会
科
学
編
）
に
「
越

後
西
川
町
の
地
域
文
化
財
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
題
し
拙
文
を
投
稿
し
た
。

　

前
稿
で
指
摘
し
た
が
、
改
め
て
調
査
を
す
る
と
後
世
に
記
録
し
た
い
画
家
を
、
町
内

で
は
多
く
輩
出
し
て
い
る
。

〇
多
賀　

春
塘
（
一
八
〇
〇
？
〜
一
八
七
九
）

〇
多
賀　

二
峰
（
一
八
二
四
？
〜
一
八
九
七
）

〇
加
藤　

狂
涛
（
一
八
四
三
？
〜
一
九
一
三
）

〇
多
賀　

春
洞
（
一
八
四
七
？
〜
一
九
一
三
）

〇
熊
倉　

光
好
（
一
八
六
二
〜
一
九
三
七
）

〇
伝
川
白
道
子
（
一
八
八
八
〜
一
九
六
三
）

〇
白
倉　

嘉
入
（
一
八
九
六
〜
一
九
七
四
）

〇
渡
辺　

更
響
（
一
八
九
七
〜
一
九
四
五
）

の
八
人
で
あ
る
。
本
稿
で
は
就
中
、
伝
川
白
道
子
に
つ
い
て
入
手
し
得
た
資
料
に
基
づ

き
、
人
と
作
品
の
概
要
を
ま
と
め
る
も
の
で
あ
る
。
経
歴
を
綴
っ
た
も
の
は
、
何
種
か

刊
行
さ
れ
て
い
る
郡
志
の
類
に
は
み
ら
れ
な
い
。

二
、

　

白
道
子
は
、
同
郡
出
身
の
尾
竹
竹
坡
（
一
八
七
八
～
一
九
三
六
）
に
師
事
し
た
南
画

家
。
地
元
西
川
中
学
校
を
会
場
に
し
て
、
昭
和
五
十
年
代
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
行
事

の
一
環
で
遺
作
展
が
開
催
さ
れ
た
。
し
か
し
当
時
の
記
録
は
残
ら
ず
、
今
日
作
品
を
探

し
て
み
る
と
殆
ど
見
当
た
ら
な
い
。
管
見
の
限
り
作
風
は
、
朦
朧
体
を
駆
使
し
た
哀
愁

を
画
面
一
杯
に
漂
わ
せ
る
、
秋
景
色
の
如
き
も
の
が
印
象
深
い
。

　

御
子
息
に
よ
れ
ば
、「
糸
の
切
れ
た
凧
の
如
く
」（
談
）
画
家
を
目
指
し
上
京
後
は
、

音
信
不
通
に
な
っ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
略
歴
を
ま
と
め
る
こ
と
は
、
困
難
に
思
わ

れ
た
。

　

一
方
、
地
元
郷
土
史
に
精
通
し
た
御
方
か
ら
の
伝
聞
に
、
會
津
八
一
、
そ
し
て
相
馬

御
風
と
親
交
が
あ
っ
た
ら
し
き
旨
を
う
か
が
っ
た
。
裏
付
け
る
資
料
が
か
つ
て
残
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
近
頃
そ
れ
と
思
わ
れ
る
も
の
に
た
ど
り
つ
け
た
の
で
次
に
紹
介
、

改
め
て
分
析
を
し
て
み
た
い
。

① 

白
道
子
写
真

② 
色
紙
一
枚

③ 
相
馬
御
風
文
「
白
道
子
の
芸
術
」

④ 

御
風
推
薦
文
（
③
文
の
自
筆
・
Ｓ
15
・
５
／
29
付
）

⑤ 

相
馬
御
風
宛
白
道
子
書
簡
（
Ｓ
18
・
４
／
20
付
・
注
１
）

越
後
西
川
町
の
画
家
・
伝
川
白
道
子
の
紹
介

岡　
　

村　
　
　
　

浩

 

二
〇
一
九
・
六
・
二
四　

受
理
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二

⑥ 

武
者
小
路
實
篤
推
薦
文
（
Ｓ
28
・
５
・
注
２
）

⑦ 

小
林
存
推
薦
文
（
Ｓ
28
・
仲
秋
・
注
３
）

⑧ 
會
津
八
一
葉
書
二
枚
（
Ｓ
８
／
25
・
８
／
29
・
注
４
）

⑨ 
八
一
書　

白
道
子
へ
の
為
書

⑩ 

伝
川
嘉
蔵
宛
白
道
子
書
簡
（
Ｓ
５
・
３
／
９
・
注
５
）

⑪ 

白
道
子
宛
柴
山
氏
葉
書
（
Ｓ
29
・
８
／
23
・
注
６
）

⑫ 

原
泰
一
郎
推
薦
文
（
Ｓ
27
）

⑬ 

白
道
子
妻
宛
原
安
一
郎
葉
書
（
Ｓ
31
・
１
／
22
付
）

⑭ 

白
道
子
作
頒
布
会
申
込
書

⑮ 

墨
画
院
出
品
者
目
録

⑯ 

尾
竹
竹
坡
と
そ
の
兄
弟
（
見
開
き
二
頁
・
書
物
の
コ
ピ
ー
）

三
、

　

上
記
よ
り
注
目
し
た
い
資
料
に
言
及
す
る
。

①
白
道
子
写
真

　

 

ベ
レ
ー
帽
、
メ
ガ
ネ
を
か
け
た
人
物
の
顔
写
真
。
後
掲
資
料
（
注
８
参
照
）
に
よ
る

と
、
身
長
は
小
柄
と
あ
る
。

②
色
紙
一
枚

　

 

白
黒
の
コ
ピ
ー
に
よ
る
た
め
把
握
し
難
い
点
も
あ
る
が
、
雪
山
を
描
き
手
前
に
雪
の

積
も
っ
た
枯
木
。
木
の
下
方
に
入
江
、
水
際
に
一
頭
の
小
犬
を
添
え
る
。
文
頭
に
哀

愁
漂
う
秋
景
が
印
象
に
残
る
と
し
た
た
め
た
が
、
本
作
も
そ
れ
に
通
じ
る
寒
枯
森
閑

と
し
た
冬
景
色
で
あ
る
。

③
御
風
文
「
白
道
子
の
芸
術
」

　

 

白
道
子
個
展
案
内
状
の
巻
頭
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
、
よ
っ
て
少
な
く
と
も
二
回
、

銀
座
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
に
個
展
が
開
か
れ
た
こ
と
が
判
る
、
重
要
資
料
で
あ
る
。

二
枚
何
れ
も
年
を
入
れ
な
い
が
御
風
推
薦
文
に
続
く
「
伝
川
白
道
子
君
の
個
人
展
覧

会
に
つ
い
て
」
を
読
む
と
、
第
一
回
は
昭
和
十
六
年
十
二
月
七
、八
、九
日
に
、
二
回

目
は
不
明
。
⑤
資
料
に
従
え
ば
昭
和
十
八
年
十
二
月
十
四
、十
五
、十
六
日
に
三
回
目

が
企
画
さ
れ
た
も
の
と
推
定
出
来
る
。
出
品
目
録
を
載
せ
る
、
案
内
状
全
文
を
引
用

し
て
み
る
（
旧
字
体
の
ま
ま
）。

第
一
回
展

　
　

白　

道　

子　

の　

藝　

術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

相　

馬　

御　

風　
　

一
た
び
地
殻
よ
り
迸
り
出
た
淸
泉
は
岩
を
傳
ひ
草
か
げ
を
く
ゞ
り
林
に
隠
れ
斷
崖
を
飛

下
し
あ
ら
ゆ
る
困
難
と
闘
ひ
辛
酸
を
嘗
め
ひ
そ
や
か
に
つ
ゝ
ま
し
く
而
も
常
に
全
力
を

つ
く
し
つ
ゝ
た
ゞ
一
途
進
む
べ
き
に
進
み
い
つ
か
は
白
日
光
の
漲
る
廣
野
に
現
は
れ
て

萬
人
の
渴
を
醫
し
萬
頃
の
耕
土
を
潤
さ
ず
に
は
措
か
な
い　

唯
獨
の
道
を
ひ
た
む
き
に

進
む
人
の
歩
み
は
貴
い　

わ
が
傳
川
白
道
子
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
は
正
に
そ
れ
で
あ
つ

た　

眞
の
画
人
ら
し
い
画
人
の
風
格
を
私
は
白
道
子
に
見
た　

白
道
子
は
私
と
同
じ
郷

土
越
後
に
生
れ
育
て
ら
れ
た
人
で
あ
る
が
白
道
子
の
画
に
於
て
北
越
の
自
然
は
生
か
さ

れ
た

白
道
子
の
画
に
は
詩
が
あ
る　

宗
教
が
あ
る　

そ
れ
は
形
だ
け
の
装
飾
で
は
な
い
生
き

た
第
二
の
自
然
で
あ
る

私
は
白
道
子
の
藝
術
を
魂
の
藝
術
で
あ
る
と
い
ひ
た
い

き
ら
び
や
か
な
装
飾
画
が
街
頭
に
氾
濫
す
る
現
代
に
於
て
白
道
子
の
画
の
如
き
し
め
や図１　御風推薦文（部分）
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三

か
な
る
画
の
前
に
獨
靜
に
座
し
て
心
を
養
ふ
人
を
こ
そ
眞
の
趣
味
人
で
あ
る
と
私
は
お

も
ふ　

白
道
子
の
作
品
は
必
ら
ず
近
き
將
來
に
於
て
そ
の
眞
價
を
天
下
に
發
揮
す
る
で

あ
ら
う　

私
は
そ
れ
を
信
ず
る

　
　

傳
川
白
道
子
の
個
人
展
覽
會
に
つ
い
て

今
度
親
友
傳
川
白
道
子
君
の
南
画
個
展
を
催
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た

白
道
子
君
は
稀
に
見
る
人
格
者
で
画
風
に
良
く
現
れ
て
居
り
ま
す

永
年
苦
節
を
克
服
し
て
繪
筆
に
生
き
世
に
隠
れ
て
居
り
ま
し
た
が
白
道
子
君
の
不
抜
の

努
力
に
な
る
作
品
を
廣
く
世
の
中
に
送
り
た
い
切
つ
な
る
希
望
を
以
て
潜
越
な
が
ら
主

催
者
と
し
て
御
挨
拶
旁
々
御
多
忙
中
誠
に
恐
れ
入
り
ま
す
が
是
非
御
來
場
の
上
御
批
評

下
さ
る
様
御
願
ひ
申
上
げ
ま
す

　
　

主
催
者　

川
上
嘉
市　
　

相
談
役　

坂
本
浩
三

会　
　

場　

銀
座
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
カ
ネ
ボ
ー
横
通
）
京
橋
區
西
銀
座
三
丁
目
一
番
地

會　
　

期　

十
二
月
七
、八
、九
日　

自
午
前
九
時　

至
午
後
八
時

目　
　

録
柿
と
栗　
　
　
　
　
　
　
　

白　

梅

新　

竹　
　
　
　
　
　
　
　

柿

村
の
秋　
　
　
　
　
　
　
　

秋
の
聲

二
日
月　
　
　
　
　
　
　
　

沼
の
幸

畑
の
幸　
　
　
　
　
　
　
　

脊
戸
の
春

遅　

日　
　
　
　
　
　
　
　

春　

雪

竹　

林　
　
　
　
　
　
　
　

小　

春

霜
月
頃　
　
　
　
　
　
　
　

湖
村
の
春

湖　

畔

 

東
京
市
板
橋
區
南
練
馬
町
一
ノ
三
五
一
九　
　
　
　
　

傳
川
白
道
子

第
二
回
展

　
　

白　

道　

子　

の　

藝　

術　
　

相 

馬 

御 

風　
（
一
回
展
と
同
文
の
た
め
略
）

　
　

傳
川
白
道
子
の
第
二
回
個
人
展
覽
會
に
つ
い
て

大
東
亞
民
族
に
と
り
ま
し
て
最
も
銘
記
す
べ
き
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
大
詔
換
發
の

日
に
奇
し
く
も
傳
川
白
道
子
君
の
世
に
隠
れ
た
る
作
品
の
第
一
回
個
展
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
こ
と
は
同
君
の
ス
タ
ー
ト
に
大
な
る
感
激
と
強
大
な
る
力
を
與
へ
た
こ
と
ゝ
存

じ
ま
す
。

こ
の
忘
れ
得
ざ
る
感
激
に
鞭
打
ち
て
精
進
せ
る
作
品
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
の
で
後
援

者
各
位
の
御
懇
意
に
よ
り
第
二
回
傳
川
白
道
子
個
展
を
開
催
致
す
運
と
な
り
ま
し
た

就
き
ま
し
て
は
御
多
忙
中
誠
に
恐
れ
入
り
ま
す
が
是
非
御
來
場
の
上
御
批
評
仰
ぎ
度
御

挨
拶
旁
々
ご
通
知
申
上
げ
ま
す

　
　

主
催
者　

川
上
嘉
市　
　

相
談
役　

坂
本
浩
三

会　
　

場　

銀
座
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
カ
ネ
ボ
ー
横
通
）
京
橋
區
西
銀
座
三
丁
目
一
番
地

會　
　

期　

十
二
月
十
四
、十
五
、十
六
日　

自
午
前
九
時　

至
午
後
八
時

目　
　

録
越
路
の
冬　
　
　
　
　
　
　

冨
岳
山
水

湖
畔
の
秋　
　
　
　
　
　
　

高
原
の
秋

山
家
の
春　
　
　
　
　
　
　

秋
晴
れ

静　
　

物　
　
　
　
　
　
　

静　
　

物

 

東
京
市
板
橋
區
南
練
馬
町
一
ノ
三
五
一
九　
　
　
　
　

傳
川
白
道
子

　

出
品
作
は
風
景
画
ば
か
り
で
山
林
・
静
寂
な
風
味
を
想
起
す
る
画
題
が
揃
い
、
こ
れ

ま
で
み
て
い
る
作
品
と
重
な
る
。
注
目
は
御
風
が
白
道
子
の
推
薦
文
を
か
よ
う
に
綴
っ

て
い
る
こ
と
で
、「
ひ
そ
か
に
つ
つ
ま
し
く
」、「
白
道
子
の
画
に
は
詩
が
あ
る
、
宗
教

が
あ
る
」、「
し
め
や
か
な
る
画
の
前
に
独
静
か
に
座
し
て
心
を
養
ふ
人
を
こ
そ
真
の
趣

味
人
で
あ
る
と
私
は
お
も
ふ
」
と
あ
る
の
は
、
御
風
が
良
寛
に
対
峙
し
た
時
の
讃
辞
、

例
え
ば
「
あ
た
た
か
な
す
が
す
が
し
い
春
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
静
か
に
ほ
が
ら
か
な
鳥

の
声
に
聴
き
入
る
や
う
な
」（「
祭
文
」）
等
に
大
い
に
通
じ
る
言
で
あ
る
。
時
に
第
二

次
世
界
大
戦
の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
る
頃
、
こ
の
日
を
期
し
て
個
展
を
企
及
し
た
旨
が
案

内
文
に
読
め
る
が
、
白
道
子
の
作
風
に
は
気
負
っ
た
筆
勢
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
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四

　

幸
い
こ
の
活
字
に
な
っ
た
推
薦
文
の
御
風
自
筆
が
残
る
、画
帖
ら
し
き
も
の
に
六
枚
、

昭
和
十
五
年
五
月
二
十
九
日
付
、
当
時
御
風
五
十
六
歳
。
署
名
の
形
状
は
風
が
ま
え
の

横
線
が
水
平
か
ら
や
や
右
下
が
り
ぎ
み
を
呈
し
、
一
般
に
み
る
こ
の
時
代
の
書
き
ぶ
り

と
同
じ
も
の
。
左
右
へ
の
振
幅
の
強
い
律
動
的
な
佳
書
で
あ
る
（
図
１
）。

　

さ
ら
に
⑤
御
風
に
宛
て
た
白
道
子
書
簡
一
通
が
あ
る
。
ペ
ン
書
便
箋
六
枚
に
及
ぶ
長

文
で
、
昭
和
十
八
年
四
月
二
十
日
付
。
白
道
子
は
東
京
都
板
橋
区
練
馬
南
町
（
南
練
馬

町
）
に
在
住
。
糸
魚
川
の
御
風
を
先
般
突
然
訪
問
、
そ
れ
以
来
の
御
無
沙
汰
を
ま
ず
わ

び
る
。
こ
の
年
二
月
二
十
六
日
入
院
中
の
妻
が
亡
く
な
っ
て
落
ち
着
く
ま
で
、
諸
事
手

に
付
か
な
か
っ
た
と
い
う
。
重
要
な
記
述
と
し
て
、
同
年
十
一
月
八
、九
、十
日
の
三
日

間
、「
例
の
如
く
銀
座
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
第
三
回
個
展
を
開
く
運
び
と
な
り
、
題
材

は
全
て
武
蔵
野
を
描
く
。
そ
の
た
め
に
当
地
を
歩
き
廻
っ
て
い
る
と
伝
え
る
。
ま
た
三

条
市
の
画
家
を
志
す
大
湊
氏
な
る
人
物
を
御
風
が
白
道
子
に
紹
介
し
た
ら
し
く
、
対
し

て
白
道
子
は
大
湊
氏
の
こ
と
を
「
世
間
一
般
の
画
家
気
質
な
ど
と
は
凡
そ
駆
け
離
れ
た

良
い
素
質
と
性
格
を
」
も
っ
て
い
る
と
将
来
性
を
賞
讃
し
て
い
る
。「
た
だ
一
筋
に
御

互
ひ
に
好
き
な
風
雅
の
道
に
遊
ぶ
心
で
向
上
の
一
路
を
辿
り
共
に
楽
し
く
手
を
と
り
あ

ひ
な
が
ら
心
の
ふ
る
さ
と
を
彼
岸
に
求
め
つ
つ
行
末
永
く
涯
し
な
い
歩
み
を
つ
づ
け
て

往
き
た
い
」
と
記
す
あ
た
り
は
、
御
風
の
心
の
琴
線
に
触
れ
る
言
辞
で
あ
ろ
う
。「
宗

教
が
あ
る
」「
し
め
や
か
」「
独
静
」
と
白
道
子
の
画
業
を
、
御
風
が
評
し
た
こ
と
と
符

合
す
る
。

　

如
上
の
白
道
子
の
書
簡
に
は
一
般
に
難
解
な
用
語
が
点
在
し
、
教
養
の
一
端
が
し
の

ば
れ
る
。
ま
た
ペ
ン
字
の
書
き
ぶ
り
は
処
々
変
体
仮
名
を
用
い
つ
つ
、
淡
々
と
文
字
を

連
ね
る
も
の
。

　

そ
も
そ
も
多
忙
を
極
め
る
御
風
が
、
今
日
無
名
に
等
し
い
画
人
の
推
薦
文
を
ま
と
め

て
い
る
の
が
不
思
議
な
の
だ
が
、
こ
の
長
文
書
簡
を
窺
う
と
面
会
を
含
む
直
接
的
や
り

と
り
が
あ
っ
た
上
で
の
作
文
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

⑥
武
者
小
路
實
篤
の
推
薦
文
。
こ
れ
は
、
實
篤
個
展
に
白
道
子
が
姿
を
現
わ
し
た
こ

と
が
初
対
面
。
白
道
子
は
自
作
を
實
篤
に
見
せ
た
ら
し
く
、「
古
画
の
筆
法
を
丹
念
に

追
及
さ
れ
て
」
い
る
と
實
篤
か
ら
讃
辞
を
書
き
与
え
ら
れ
た
。「
こ
つ
こ
つ
あ
る
い
て

ゆ
く
」
と
は
大
き
な
社
中
で
徒
党
を
組
む
の
で
は
な
く
、
個
展
を
柱
に
自
己
を
世
に
問

う
姿
勢
を
評
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
實
篤
だ
け
で
は
な
く
次
の
小
林
存
、
こ
の
人
物
は
新

潟
市
内
に
あ
っ
て
民
俗
学
の
道
を
や
は
り
個
人
で
切
り
開
い
た
人
物
で
、
奇
行
が
多
く

伝
わ
る
。
ま
た
會
津
八
一
も
同
じ
く
新
潟
市
内
に
身
を
寄
せ
つ
つ
、
教
養
を
背
景
に
有

す
る
文
芸
書
作
を
展
開
し
て
い
た
が
、
人
柄
は
小
林
存
同
様
極
め
て
ア
ク
が
強
い
。
こ

の
よ
う
な
、
揃
っ
て
近
づ
き
難
い
人
物
三
者
に
白
道
子
が
面
会
し
一
定
以
上
の
好
評
を

博
し
た
の
は
、
自
身
の
構
え
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
独
往
を
目
指
す
画
業
が
三
者
か
ら

賛
同
を
得
た
の
だ
ろ
う
。

　

⑦
小
林
存
の
「
白
道
子
の
個
展
に
餞
す
」
と
題
す
七
言
絶
句
詩
。「
下
筆
の
情
奇
、

あ
に
塵
を
受
け
ん
や
」「
天
真
、
新
を
用
い
ず
」
等
の
語
は
、
白
道
子
の
真
を
評
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
存
の
筆
跡
は
大
抵
短
歌
、
若
し
く
は
句
書
だ
が
、
本
書
の
よ
う

な
詩
書
は
大
変
少
な
い
。
ま
た
書
風
も
縦
横
配
字
が
揃
い
、
字
の
大
小
も
均
一
に
な
っ

て
お
り
、
他
作
に
み
る
気
の
赴
く
ま
ま
に
筆
を
揮
っ
た
も
の
と
は
ひ
と
味
異
な
る
、
改

ま
っ
た
趣
の
点
が
珍
し
い
。

　

⑧
會
津
八
一
の
葉
書
二
枚
。
こ
れ
は
年
が
不
鮮
明
な
が
ら
昭
和
二
十
八
年
の
八
月

二
十
五
・
二
十
九
日
付
け
と
文
章
等
か
ら
推
察
さ
れ
る
。

　

⑨
葉
書
は
八
一
書
「
古
道
照
眼
色
」
五
字
、「
傳
川
君
鑑　

秋
艸
道
人
」
と
為
書
の

入
っ
た
墨
書
が
、
贈
ら
れ
た
経
緯
が
読
み
取
れ
る
内
容
の
手
紙
な
の
で
あ
る
。
先
の
實

篤
と
存
同
様
の
画
帖
に
書
い
て
も
ら
っ
た
も
の
の
よ
う
で
、
こ
の
四
字
を
個
展
案
内
状

に
推
薦
文
代
わ
り
に
印
刷
に
付
し
て
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
印
刷
物
を
八
一
が
み

て
四
字
目
を
「
顔
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
、「
眼
」
と
誤
記
し
た
こ
と
に
気
付
き
、
原
因

が
白
道
子
の
長
時
間
に
及
ん
だ
面
会
に
よ
る
と
弁
明
し
た
内
容
。
手
紙
に
よ
れ
ば
、
白

道
子
が
東
京
か
ら
新
潟
市
の
八
一
を
訪
れ
、
そ
の
場
で
揮
毫
し
た
作
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
弁
解
の
如
き
葉
書
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
住
所
表
記
に
不
足
が
あ
っ
た
た
め
、
返
送

と
な
っ
て
し
ま
い
、
一
緒
に
も
う
一
度
送
り
直
す
と
走
書
き
し
た
の
が
二
通
目
（
八
月

二
十
七
日
付
）
の
方
で
あ
る
。
当
時
八
一
は
老
齢
の
た
め
体
調
不
良
の
日
が
多
く
、
面

会
を
断
る
記
録
が
日
記
や
書
簡
に
散
見
さ
れ
る
折
、そ
れ
を
許
さ
れ
た
白
道
子
だ
っ
た
。

か
ね
て
知
己
で
あ
っ
た
か
は
判
明
し
な
い
が
、
残
る
筆
跡
は
雄
魂
に
筆
線
の
暢
達
し
た

佳
品
で
、
押
印
は
ご
丁
寧
に
三
顆
、
何
れ
も
七
十
歳
古
稀
の
祝
い
に
刻
さ
れ
た
山
田
正

平
製
の
名
印
で
あ
る
。
八
一
も
充
分
配
慮
し
て
揮
毫
し
た
も
の
と
み
た
い
。

　

⑩
親
戚
宛
白
道
子
書
簡
（
Ｓ
５
・
３
／
９
付
）
は
、
便
箋
二
枚
墨
書
か
ら
な
る
。
候

文
を
駆
使
、
書
き
慣
れ
た
言
葉
づ
か
い
で
あ
る
。
宛
先
は
自
分
の
故
郷
実
家
に
住
む
実
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図２　白道子宛八一葉書二枚（全文）
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弟
で
、
そ
こ
で
養
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
息
子
・
昇
に
つ
い
て
手
元
に
引
き
取
り
た
い
も

の
の
、
今
秋
日
本
南
画
院
に
大
作
を
出
品
し
同
人
（
審
査
員
）
を
目
指
す
都
合
、
も
う

少
し
そ
ち
ら
で
面
倒
を
み
て
も
ら
い
、
進
学
さ
せ
て
ほ
し
い
旨
を
綴
る
。
自
分
の
体
の

方
は
苦
し
ま
さ
れ
た
リ
ュ
ー
マ
チ
も
回
復
の
き
ざ
し
あ
り
、
制
作
に
意
欲
的
に
向
か
う

反
面
、
家
族
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
家
族
と
離
れ
て
暮
ら
し
た
こ
と
は
、

数
年
前
に
西
蒲
原
の
御
身
内
の
方
よ
り
聞
い
た
話
し
と
一
致
す
る
。
こ
の
頃
下
墨
田
区

谷
中
に
転
居
、
長
ら
く
東
京
生
活
を
続
け
て
い
た
。

　

⑪
柴
山
氏
な
る
御
仁
が
白
道
子
に
宛
て
た
ハ
ガ
キ
（
Ｓ
29
・
８
／
23
付
）。
三
越
本

店
で
個
展
開
催
を
希
望
す
る
白
道
子
の
願
い
に
応
え
よ
う
と
、
宮
家
を
仲
介
者
に
紹
介

し
て
い
る
。
注
視
し
た
い
の
が
、
こ
の
時
の
白
道
子
住
所
が
「
西
蒲
原
郡
巻
町
九
区
」

で
あ
る
こ
と
。
戦
後
故
郷
近
く
に
居
を
構
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

⑬
伝
川
姓
の
女
性
宛
、
原
安
三
郎
な
る
御
仁
の
葉
書
（
Ｓ
31
・
１
／
22
付
）。
墨
書

達
筆
に
よ
る
寒
中
見
舞
状
で
、
原
氏
は
別
に
白
道
子
を
讃
え
る
⑫
墨
書
一
句
を
寄
せ
て

い
る
（
Ｓ
27
）。

　

女
性
は
家
族
と
思
わ
れ
る
が
、
宛
先
の
住
所
は
「
調
布
市
深
大
寺
町
」
で
、
前
掲
⑪

に
み
た
よ
う
に
、
こ
の
頃
白
道
子
自
身
は
巻
町
に
居
住
し
て
い
た
の
だ
が
、
二
年
後
再

び
上
京
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

上
京
の
有
無
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
関
連
し
そ
う
な
も
の
で
⑭
白
道
子
作
頒
布
会

申
込
書
に
次
の
如
く
あ
る
。

　
此
の
た
び
白
道
子　

東
都
復
帰
に
つ
き
有
志
の
御
後
援
を
願
ふ
た
め
左
記
に
よ
り
作
品

の
頒
布
を
仕
り
候　

何
分
の
御
援
助
を
願
い
上
げ
ま
す

　

色
紙　
　

三
千
円

　

尺
五
横　

一
万
円

　

尺
八
横　

二
万
円

　

二
尺
横　

三
万
円

　

御
承
諾
の
際
半
額　

作
品
出
来
の
際
半
額

　
　
　

白
道
子
東
都
復
帰
後
援
会

　

続
い
て
申
込
者
の
署
名
と
、
申
込
作
の
寸
法
を
各
自
が
墨
書
し
て
い
る
。
一
人
目
は

「
世
田
谷
区　

大
湊
吉
平
」
で
、
⑤
御
風
宛
白
道
子
書
簡
に
出
て
き
た
、
御
風
の
紹
介

し
た
人
物
で
あ
る
。
申
込
書
巻
頭
の
但
し
書
き
は
、大
湊
氏
の
筆
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

芳
名
帖
を
廻
覧
し
、
結
果
、
二
十
六
人
の
署
名
が
残
っ
て
い
る
。
人
物
の
判
明
す
る
の

は
、
北
昤
吉
一
人
。
年
月
が
入
っ
て
い
な
い
も
の
の
頒
布
価
格
か
ら
際
し
て
、
戦
前
分

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

⑮
は
杉
並
区
高
円
寺
に
事
務
所
を
置
く
「
墨
画
院
」
の
案
内
・
出
品
目
録
の
よ
う
な

も
の
で
、
傳
川
白
道
子
・
小
柳
創
生
・
横
内
大
明
・
水
谷
宗
弘
・
島
村
亮
・
古
淵
雅
信
・

高
柳
淳
彦
・
藤
谷
是
境
の
計
八
人
の
名
が
並
ぶ
が
、
御
覧
の
通
り
筆
頭
に
白
道
子
の
名

前
を
載
せ
る
こ
と
か
ら
、代
表
者
的
存
在
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
四
人
の
作
を
挿
入
、

白
道
子
は
「
山
の
幸
」
と
題
し
長
芋
を
三
本
、
土
の
香
り
を
漂
わ
せ
る
。

四
、

　

以
上
が
筆
者
の
新
し
く
入
手
し
た
資
料
（
コ
ピ
ー
）
で
あ
る
。
紹
介
し
た
原
物
・
原

図
３　

八
一
書
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本
の
所
蔵
者
は
不
明
だ
が
、
書
簡
類
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
白
道
子
の
身
内
に
伝

わ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
資
料
を
用
い
て
白
道
子
の
調
査
を
試
み
ら
れ
た
方
が
お
ら
れ
る
。
新
潟
市
在

住
・
市
村
玖
一
氏
（
注
７
）
で
「
新
潟
日
報
」（
Ｓ
52
・
12
／
７
付
）
文
化
欄
に
、「
一

誤
字
に
気
を
や
む　

會
津
先
生
、
失
念
の
一
書
」
と
の
見
出
し
が
付
い
た
寄
稿
に
調
査

の
概
要
が
読
め
る
。
御
風
推
薦
文
か
ら
實
篤
と
の
接
点
、
そ
し
て
八
一
の
「
古
道
照
顔

色
」
誤
記
の
あ
ら
ま
し
に
触
れ
、
断
片
小
作
に
い
た
る
ま
で
八
一
が
自
筆
に
責
任
を
真

摯
に
も
っ
て
い
た
姿
勢
を
讃
え
る
結
び
に
な
っ
て
い
る
。

　

入
手
し
た
⑤
御
風
宛
白
道
子
書
簡
コ
ピ
ー
に
は
、
糸
魚
川
歴
史
民
俗
資
料
館
で
の
調

査
を
行
っ
た
痕
跡
が
み
え
る
。
同
館
資
料
目
録
を
確
か
め
る
と
、
こ
の
書
簡
の
存
在
は

整
理
掲
載
し
て
あ
っ
た
。

　

と
く
に
八
一
、
実
篤
、
存
の
書
は
い
ず
れ
も
同
じ
画
帖
を
持
参
し
、
即
席
で
し
た
た

め
て
も
ら
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
幸
い
コ
ピ
ー
に
よ
っ
て
も
諸
氏
と
の
や
り
と
り
は
充
分

伝
わ
る
が
、
原
本
伝
世
の
確
認
を
是
非
と
も
願
っ
て
調
査
を
続
け
た
い
。

　

拙
文
冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
、
筆
者
の
興
味
は
ま
ず
御
風
と
八
一
と
の
接
点
が
あ
っ

た
地
方
画
人
の
、
そ
の
交
流
の
有
様
を
窺
い
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
考
察
の
結
果
、
点

描
な
が
ら
、
地
方
の
一
画
人
が
相
当
志
を
高
く
抱
き
積
極
的
に
行
動
し
、
地
元
西
川
町

（
天
竺
堂
）
か
ら
出
て
東
京
都
下
を
転
々
と
し
つ
つ
、
戦
時
中
よ
り
少
な
く
と
も
銀
座

で
三
回
、
戦
後
三
越
本
店
で
の
個
展
開
催
を
も
く
ろ
ん
だ
こ
と
、
そ
の
た
め
の
支
援
を

同
郷
の
御
風
、
存
、
八
一
、
ま
た
實
篤
と
い
っ
た
名
家
に
揮
毫
依
頼
し
て
い
た
こ
と
な

ど
、
白
道
子
の
作
家
活
動
の
概
要
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

五
、

　

加
え
て
次
に
こ
れ
ま
で
地
元
西
川
町
で
見
出
し
て
い
た
資
料
を
紹
介
す
る
。

⑰
『
西
蒲
・
曽
根
郷
ゆ
か
り
の
文
人
集
（
三
）』（
Ｈ
26
刊
）。
平
成
二
十
六
年
十
月
旧

西
川
町
で
開
い
た
文
人
展
の
図
録
で
、
筆
者
の
編
集
に
よ
る
。
色
紙
二
枚
、
条
幅
三
点
、

肖
像
写
真
一
枚
、
経
歴
（
文
）
を
収
め
る
。
殆
ど
白
道
子
三
男
・
浩
氏
か
ら
提
供
を
受

け
た
。
作
品
は
全
て
淡
彩
を
施
し
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
制
作
し
た
近
似
す
る
画
風
。
三
点

は
秋
景
色
で
、
紅
葉
の
あ
ざ
や
か
さ
と
対
比
し
、
他
の
箇
所
の
彩
り
は
薄
暗
く
、
晩
秋

の
静
け
さ
を
思
わ
せ
る
。
文
字
は
「
白
道
子
」
と
署
名
を
付
す
の
み
だ
が
、
一
点
「
心

の
古
里
」と
記
入
し
た
例
が
あ
る
。「
白
道
」と
署
名
を
付
記
し
た
樹
林
大
幅（
233
×
144
㎝
）

は
、
先
の
文
中
に
あ
っ
た
力
を
尽
く
し
個
展
に
出
品
し
た
作
の
類
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
は
地
元
親
戚
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
、画
材
な
ど
出
費
の
か
さ
む
生
計
を
援
助
す
べ
く
、

身
内
が
作
品
を
購
入
し
た
例
が
他
に
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
ち
ら
に
は
、
条
幅
作
数
本

が
併
せ
て
伝
わ
っ
て
い
た
。

　

経
歴
を
記
す
文
に
は
比
較
的
若
書
き
壮
年
期
の
記
事
が
読
め
、
は
じ
め
「
大
我
」
の

雅
号
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
丸
メ
ガ
ネ
は
同
じ
だ
が
、
前
掲
写
真
と
異

な
る
若
い
頃
の
顔
写
真
と
、
樹
葉
を
細
密
に
描
い
た
山
水
画
を
文
に
添
え
て
お
り
、
名

鑑
類
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
文
を
次
に
引
用
す
る
（
旧
字
体
に
従
っ
た
）。

　

大
我　

傳
川
喜
三
一

図４　白道子作「心の古里」

図
５　

白
道
子
と
初
期
山
水
作
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八

別
に
幽
外
、
克
と
號
す
、
明
治
二
十
一
年
三
月
二
十
五
日
新
潟
縣
西
蒲
原
郡
鎧
鄕
村
天

竺
堂
に
生
る
、
幼
に
し
て
畫
を
好
み
最
も
俗
事
を
忌
む
、
ゆ
え
に
家
業
を
相
續
せ
ず
、

畫
を
以
て
身
を
立
て
ん
と
し
初
め
鄕
關
に
あ
り
て
諸
派
の
筆
蹟
を
臨
摹
し
て
自
ら
研
究

し
、
後
東
京
に
出
で
ゝ
尾
竹
竹
坡
に
師
事
し
其
畫
法
を
修
め
刻
苦
精
勵
、
其
技
大
に
進

み
嶄
然
頭
角
を
表
は
す
、
殊
に
人
物
、
花
鳥
、
山
水
を
描
く
に
妙
を
得
た
り
、
帝
國
繪

畫
協
會
の
會
員
に
し
て
、
現
に
東
京
府
下
日
暮
里
千
六
十
五
番
地
に
住
す

　

⑱
「『
西
川
郷
土
史
考
』
と
傳
川
白
道
子
」（
拙
稿
・『
石
州
』
Ｈ
30
・
２
月
号
所
収
）。

地
元
親
戚
の
方
よ
り
御
教
示
頂
き
、
白
道
子
の
家
族
に
つ
い
て
簡
述
、
三
回
忌
に
開
い

た
回
顧
展
（
Ｓ
40
・
10
／
27
・
10
／
28
）
の
趣
意
書
（
注
８
）
を
紹
介
、
こ
こ
に
晩
年

は
巻
に
仮
寓
し
た
と
記
し
て
い
る
。

六
、

　

結
び
に
、
重
複
す
る
内
容
も
あ
る
が
⑱
資
料
に
記
し
た
家
系
に
言
及
し
つ
つ
、
知
り

得
た
白
道
子
の
足
跡
を
ま
と
め
て
み
る
。

　

明
治
十
七
年
（
一
八
八
八
）
三
月
二
十
五
日
、
新
潟
県
西
蒲
原
郡
鎧
郷
村
天
竺
堂
の

伝
川
嘉
七
と
カ
ト（
慶
応
元
年
生
）の
間
に
生
ま
れ
る
。
本
名
は
喜
三
一
。
祖
父
豊
作（
天

保
十
三
年
生
）
が
明
治
四
十
二
年
に
隠
居
後
、
家
督
を
継
ぐ
。
時
計
工
に
就
職
す
る
も

好
き
な
画
道
に
傾
倒
し
て
、
上
京
後
同
郡
生
ま
れ
の
尾
竹
竹
坡
に
師
事
。
三
度
の
破
門

の
末
、
東
京
・
大
阪
・
信
州
に
転
住
。

　

昭
和
十
五
年
に
は
相
馬
御
風
が
白
道
子
に
推
薦
文
を
書
き
与
え
る
。
こ
れ
を
用
い
昭

和
十
六
年
十
二
月
、
第
一
回
個
展
を
準
備
開
催
。
第
二
回
は
翌
年
、
そ
し
て
白
道
子
の

御
風
宛
書
簡
に
よ
る
と
第
三
回
は
、
手
紙
を
し
た
た
め
た
昭
和
十
八
年
十
一
月
に
予
定

さ
れ
た
。

　

武
者
小
路
實
篤
が
昭
和
二
十
八
年
五
月
、
小
林
存
が
同
年
仲
秋
に
白
道
子
個
展
へ
の

推
薦
文
、
餞
別
を
与
え
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
の
年
近
く
に
も
個
展
が
準
備
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
。

　

ま
た
昭
和
二
十
九
年
八
月
二
十
三
日
付
の
柴
山
氏
の
白
道
子
宛
葉
書
か
ら
、
銀
座
三

越
本
店
で
の
個
展
開
催
を
高
松
宮
殿
下
周
辺
の
紹
介
を
経
て
企
画
し
て
い
る
。
二
十
八

年
と
思
わ
れ
る
八
月
二
十
五
、二
十
九
日
付
會
津
八
一
葉
書
に
よ
る
と
、
や
は
り
白
道

子
個
展
推
薦
を
目
的
と
し
た
「
古
道
照
顔
色
」
五
字
を
書
き
与
え
た
も
の
の
、「
顔
」

を
「
眼
」
字
に
書
き
誤
り
、
さ
し
か
え
を
求
め
る
手
紙
文
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
白

道
子
は
大
田
区
池
上
徳
持
町
の
安
倍
氏
方
に
間
借
り
し
て
い
た
が
、
そ
こ
か
ら
新
潟
市

南
浜
通
の
八
一
を
訪
問
、
長
談
義
か
ら
の
疲
労
の
結
果
誤
字
を
し
た
の
だ
と
、
八
一
に

「
将
来
は
一
切
面
会
謝
絶
」
と
通
告
を
受
け
て
い
る
。

　

後
年
西
蒲
原
郡
巻
町
に
住
む
も
、
再
度
上
京
、
最
期
は
川
崎
市
上
作
延
で
昭
和

三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
没
。
昭
和
四
十
年
三
回
忌
供
養
の
た
め
、
遺
作
展
を
巻
町
公

民
館
に
お
い
て
開
催
、
三
十
点
余
り
の
陳
列
が
あ
っ
た
（
注
８
）。

　

の
ち
昭
和
五
十
年
代
、
三
男
浩
氏
が
西
川
町
議
会
議
員
を
務
め
て
い
た
関
係
上
、
白

道
子
遺
作
展
が
西
川
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
周
年
記
念
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

な
お
初
期
の
雅
号
は
幽
外
、
克
と
も
い
い
、
の
ち
大
我
、
白
道
子
と
変
え
て
用
い
た
。

幽
外
・
克
時
代
の
作
は
過
眼
し
て
い
な
い
。
大
我
時
代
の
作
で
は
花
鳥
を
み
た
。
後
年
、

白
道
子
作
は
も
や
の
か
か
っ
た
幻
想
的
な
画
面
で
、
上
空
に
は
鳥
が
点
描
さ
れ
た
り
枯

木
が
中
心
で
あ
っ
た
り
、
季
節
は
秋
冬
景
色
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
八
一
書
に
「
古
道

照
顔
色
」
と
あ
っ
た
し
、
實
篤
の
与
え
た
文
に
「
古
画
の
筆
法
を
丹
念
に
追
及
さ
れ
て

い
る
の
を
見
た
」
と
記
す
点
か
ら
も
、
白
道
子
の
学
究
の
姿
勢
は
古
画
の
臨
模
を
主
と

し
て
い
た
と
推
察
す
る
。
画
面
の
沈
潜
し
た
風
趣
は
、
あ
る
い
は
中
国
宋
代
の
も
の
に図６　後年の白道子
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依
拠
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

江
戸
期
か
ら
続
く
西
川
町
の
割
烹
・
天
川
屋
は
伝
川
姓
で
、
白
道
子
の
子
ど
も
二
人

が
養
子
に
入
っ
た
が
、
事
情
が
あ
っ
て
家
業
を
継
ぐ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
有

力
な
後
援
者
の
御
一
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
教
示
を
同
家
よ
り
受
け
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
巽
画
会
（
注
９
）・
日
本
南
画
院
展
に
所
属
し
た
時
代
の
出
品

履
歴
の
追
求
と
共
に
、
遺
作
の
発
掘
を
念
頭
に
置
き
た
い
。

　

文
末
な
が
ら
天
川
屋
、
伝
川
浩
様
ご
家
族
、
佐
藤
克
巳
様
、
大
橋
三
郎
様
よ
り
貴
重

な
資
料
を
ご
提
供
頂
い
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注
１　

御
風
宛
白
道
子
書
簡

「
拝
啓　

其
后
誠
に
失
礼
な
る
御
事
と
は
存
じ
な
が
ら
遂
御
無
沙
汰
い
た
し
て
居
り
何

と
も
御
侘
び
の
言
葉
も
御
座
い
ま
せ
ん
。
何
卒
御
寛
容
の
程
御
願
ひ
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
先
般
帰
省
中
は
突
然
参
上
一
方
な
ら
ざ
る
御
厚
情
を
蒙
り
其
節
は
ま
た
誠
に
結
構

な
御
筆
ま
で
頂
き
ま
し
て
川
上
さ
ん
に
も
特
の
外
御
満
悦
に
て
誠
に
あ
り
が
た
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
此
頃
は
春
漸
く
闌

た
け
な
わ

と
な
り
先
生
に
も
益
々
御
健
か
に
被
為
渉
皇
国
文
化
の
発
展

の
為
め
御
尽
悴
の
御
事
と
御
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

就
ひ
て
は
私
事
未
だ
に
何
等
の
御
知
ら
せ
も
い
た
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
実
は
永
ら
く
入

院
中
の
病
妻
事
過
ぐ
る
二
月
廿
六
日
（
私
が
ま
だ
郷
里
に
滞
在
中
）
武
蔵
野
病
院
よ
り

突
然
死
亡
の
電
報
に
接
し
廿
七
日
の
夜
行
で
急
遽
帰
京
、
以
来
其
の
後
始
末
や
ら
其
他

の
俗
事
俗
用
な
ど
に
取
紛
れ
少
し
の
落
ち
つ
く
遑い

と
ま

も
な
く
遂
う
に
〳
〵
日
を
過
ご
し

て
仕
舞
ひ
ま
し
た
。

此
頃
は
漸
く
気
を
取
り
直
し
一
切
を
精
算
し
て
大
死
一
番
力
強
い
更
生
の
新
ら
し
い
第

一
歩
を
印
す
る
覚
悟
で
元
気
一
杯
大
地
を
踏
み
し
め
て
雄
々
し
く
立
ち
上
り
た
い
欲
求

が
を
さ
へ
切
れ
な
い
潮
の
如
く
に
湧
き
上
っ
て
来
る
の
を
ひ
し
〳
〵
と
身
に
感
じ
何
と

は
な
し
に
胸
の
引
き
締
ま
る
や
う
な
思
ひ
が
い
た
し
ま
す
。

今
秋
第
三
回
の
個
展
期
日
は
十
一
月
の
八
、九
、十
日
の
三
日
間
、
例
の
如
く
銀
座
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
く
こ
と
に
極
ま
り
ま
し
た
の
で
制
作
準
備
の
た
め
此
頃
は
天
気
の
好
い
日

は
心
の
赴
く
ま
ま
足
に
任
せ
て
所
構
は
ず
武
蔵
野
を
歩
き
廻
っ
て
心
行
く
ま
で
武
蔵
野

気
分
に
浸
っ
て
居
ま
す
。

ま
た
此
の
た
び
は
先
生
御
昵
懇
の
大
湊
吉
平
氏
を
御
紹
介
下
さ
れ
三
條
市
は
私
の
郷
里

か
ら
は
僅
か
に
五
里
程
し
か
隔
て
て
居
ま
せ
ん
の
で
一
入
の
親
し
さ
を
覚
え
ま
す
。
木

か
ら
落
ち
た
猿
の
や
う
な
現
在
の
さ
び
し
い
私
に
は
何
よ
り
嬉
し
く
懐
か
し
く
思
へ
て

な
り
ま
せ
ん
。
ほ
ん
と
は
私
な
ど
ま
だ
□
生
な
の
で
す
か
ら
何
に
か
少
し
で
も
御
役
に

立
つ
や
う
な
こ
と
で
も
あ
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
な
ど
と
□
を
い
い
考
へ
て
み
ま
す
と

き
私
は
只
何
に
か
し
ら
御
恥
し
い
思
ひ
が
い
た
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
た
だ
一
筋
に
御
互

ひ
に
好
き
な
風
雅
の
道
に
遊
ぶ
心
で
向
上
の
一
路
を
辿
り
共
に
楽
し
く
手
を
と
り
あ
ひ

な
が
ら
心
の
ふ
る
さ
と
を
彼
岸
に
求
め
つ
つ
行
末
永
く
涯
し
な
い
歩
み
を
つ
づ
け
て
往

き
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
素
よ
り
こ
の
道
は
教
ゆ
べ
か
ら
ざ
る
以
所
（
所
以
）
の
義
を
語

り
合
ふ
よ
り
他
に
別
の
方
法
と
て
は
な
い
や
う
に
も
思
は
れ
ま
す
故
、
た
だ
各
自
そ
の

天
分
に
順
が
ひ
、
解
衣
槃
礴
の
心
境
に
退
歩
し
て
遊
戯
三
昧
の
真
境
地
に
到
り
得
る
な

ら
ば
何
時
か
は
自
然
に
真
芸
術
の
本
道
を
開
か
れ
四
通
八
達
自
在
に
創
造
の
力
が
湧
き

起
こ
っ
て
来
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
今
そ
の
や
う
に
考
へ
さ
せ
ら
れ
て
居
ま
す
。

も
し
も
幸
に
し
て
こ
れ
か
ら
の
私
の
貧
し
い
画
生
活
の
体
験
が
少
し
で
も
大
湊
さ
ん
の

画
生
活
の
上
に
他
山
の
石
と
な
る
や
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
私
に
と
り
せ
め
て
も

の
喜
び
で
す
。

大
湊
さ
ん
は
世
間
一
般
の
画
家
気
質
な
ど
と
は
凡
そ
懸
け
離
れ
た
良
い
素
質
と
性
格
を

有
っ
て
居
ら
れ
ま
す
か
ら
将
来
益
々
素
直
な
研
究
を
進
め
て
い
か
れ
た
ら
楽
（
し
）
め

る
人
だ
と
私
は
思
ひ
ま
す
の
で
将
来
に
期
待
を
か
け
て
居
ま
す
。
偶
然
と
は
申
し
な
が

ら
…
は
動
機
こ
そ
私
と
は
異
な
っ
て
居
ま
し
て
も
宛
も
期
を
同
じ
う
し
て
同
じ
心
に
結

ば
れ
相
共
に
輝
か
し
き
更
生
の
門
た
る
思
ひ
も
か
け
ず
道
づ
れ
に
な
ら
う
と
は
宿
世
の

因
縁
の
然
ら
し
む
る
所
、
世
の
中
は
誠
に
不
思
議
と
申
す
外
な
く
何
れ
は
神
仏
の
加
護

か
と
も
思
は
れ
て
私
は
た
だ
〳
〵
感
激
し
て
居
り
ま
す
。

幸
に
し
て
私
も
相
変
ら
ず
何
時
も
元
気
で
張
り
切
っ
て
居
り
ま
す
。
た
だ
時
局
で
の
事

と
て
く
さ
〴
〵
の
俗
事
俗
用
に
攻
め
立
て
ら
れ
貴
重
な
制
作
の
時
間
を
次
ぎ
〳
〵
浪
費

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
今
の
私
に
と
り
て
何
よ
り
の
悩
み
で
す
け
れ
ど
も
今
年
こ
そ
は
何

ん
な
犠
牲
を
払
っ
て
も
十
二
三
点
以
上
の
作
を
陳
列
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
居
ま
す
。

今
年
の
作
品
は
全
部
武
蔵
野
を
題
材
と
い
た
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
数
年
前
か
ら
の
先
生

と
御
約
束
が
未
だ
に
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
陳
列
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
そ
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一
〇

し
て
表
装
の
ま
ま
御
届
け
し
た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。

尚
時
局
柄
御
身
大
切
に
益
々
御
健
勝
の
程
御
願
申
し
上
げ
ま
す
。

取
り
急
ぎ
乱
筆
に
て
お
詫
び
旁
申
し
上
げ
ま
す
。 

敬
具

　
　

昭
和
十
八
年
四
月
廿
日　

 

白
道
子
拝

相
馬
御
風
先
生

　
　
　
　

御
許
へ
」

注
２　

實
篤
書

「
白
道
子
君　

僕
の
個
展
に
忽
如
と
あ
ら
は
れ
た　

始
め
て
お
逢
ひ
し
そ
の
画
を
拝
見

し
た　

古
画
の
筆
法
を
丹
念
に
追
及
さ
れ
て
る
の
を
見
た　

そ
の
遠
き
道
を
今
の
世
に

こ
つ
こ
つ
歩
い
て
ゆ
く
姿
に
何
も
の
か
を
感
じ　

氏
の
前
途
の
多
幸
を
願
っ
た

　
　

昭
和
二
十
八
年
五
月　

武
者
小
路
實
篤
」

注
３　

小
林
存
推
薦
文

「
餞
白
道
子
個
展　
　
　

粲
楼
学
人　

存

下
筆
情
奇
豈
受
塵

風
流
尚
古
合
前
人

丹
青
一
路
君
明
解

把
住
天
真
不
用
新

　
　

昭
和
廿
有
八
年
仲
秋
一
夜
匆
忙
走
筆
」

注
４　

八
一
葉
書
二
枚

「
先
日
は
失
礼
致
し
候
。今
日
御
印
刷
物
を
見
る
に
拙
者
の『
古
道
眼
色
』と
あ
る
は『
眼
』

は
須
く
『
顔
』
で
な
け
れ
ば
あ
ら
ず
候
。
実
は
拙
者
血
圧
高
く
近
来
文
字
誤
脱
甚
し
く

候
。
貴
下
と
極
め
て
長
時
間
談
話
の
た
め
疲
労
の
致
す
と
こ
ろ
と
存
じ
候
。
こ
の
ハ
ガ

キ
を
か
の
帖
に
挿
入
な
し
被
下
度
候
。」

「
拙
者
近
来
血
圧
高
き
た
め
、
疲
労
し
、
殆
ど
面
会
を
謝
絶
し
居
る
に
、
貴
下
は
来
訪

に
当
り
、
特
に
破
天
荒
の
長
時
間
面
談
し
、
疲
労
甚
し
か
り
し
も
の
と
見
え
、
御
示
し

の
帖
へ
認
め
た
る
文
句
に
、
重
大
な
る
誤
字
あ
る
た
め
、
早
速
御
注
意
申
上
げ
し
に
、

そ
の
ハ
ガ
キ
も
、
ア
ド
レ
ス
不
完
全
と
て
、
別
紙
返
し
来
り
し
故
、
改
め
て
附
箋
し
て

差
上
候
。
か
か
る
あ
り
さ
ま
な
れ
ば
、
将
来
は
、
一
切
御
面
会
は
致
さ
ざ
る
こ
と
に
致

す
べ
く
候
。
と
に
か
く
誤
字
の
所
は
御
切
り
棄
て
下
さ
れ
た
く
候
」

注
５　

親
戚
宛
白
道
子
手
紙

「
御
手
紙
被
下
難
有
拝
見
仕
候　

如
仰
春
寒
未
だ
去
り
が
た
く
候
処　

御
全
家
皆
々
様

弥
々
御
多
祥
之
由
何
よ
り
喜
敷
存
じ
候　

小
生
義（
儀
）正
月
以
来
ロ
ウ
マ
ケ
ス（
リ
ュ

ウ
マ
チ
）
に
か
か
り
永
々
仕
事
も
出
来
申
さ
ず
医
薬
に
親
し
み
居
る
処　

此
頃
灸
に
て

漸
く
快
方
に
赴
き
少
し
づ
つ
仕
事
も
出
来
得
る
様
に
相
成
り
喜
び
居
り
候　

就
い
て
は

今
度
昇
義
小
学
校
卒
業
い
た
し
高
等
小
学
校
か
中
学
へ
入
学
の
手
続
き
被
下
度
候
に
付

て
は
行
末
大
学
又
は
美
術
学
校
其
他
の
専
門
学
校
等
へ
入
学
せ
し
む
る
に
付　

是
非
中

学
校
を
卒
業
せ
し
め
置
く
必
要
有
之
候
事
故　

実
は
小
生
も
本
年
よ
り
東
京
へ
呼
び
寄

せ
度
様
存
じ
居
候
処　

小
生
も
今
度
南
画
院
同
人
よ
り
実
力
を
認
め
ら
れ
愈
々
同
人
に

ミ
タ
テ
せ
ら
れ
る
事
故　

今
秋
こ
そ
は
半
年
が
か
り
の
一
大
力
作
を
南
画
院
に
出
品
い

た
し
一
躍
同
院
の
同
人
（
審
査
員
）
と
な
る
予
定
に
御
座
候　

其
為
め
に
多
大
の
制
作

費
用
を
要
し
候
へ
共　

成
功
の
上
は
小
生
も
い
よ
〳
〵
大
家
の
列
に
加
へ
ら
れ
候
事
故

　

自
他
共
に
弥
々
幸
運
に
有
之
候　

御
迷
惑
な
が
ら
昇
義
今
一
年
の
御
厄
介
御
願
申
上

候　

昨
年
制
作
は
（
巾
四
尺
、
丈
ケ
八
尺
）
今
年
正
月
首
相
官
邸
に
参
り
濱
口
首
相
に

献
上
い
た
し
居
候

次
に
今
月
十
六
日
制
作
の
都
合
上
、
下
墨
田
区
谷
中
初
音
町
四
ー
八
（
初
音
湯
前
）
へ

移
転
仕
候
間　

一
寸
申
上
置
候

先
は
取
急
ぎ
御
願
旁
、
御
返
事
ま
で　

皆
々
様
へ
も
宜
敷
御
願
申
上
候

嘉
録
君
へ
も
宜
敷
御
伝
芳
被
下
度
候 

敬　

具

　
　

昭
和
庚
午
三
月
九
日 

伝
川
白
道
子

伝
川
嘉
蔵
様
」

　

白
道
子
に
は
徳
次
郎
、
裕
松
、
嘉
蔵
、
伝
吉
、
嘉
録
、
為
七
の
弟
と
、
ヨ
シ
、
ヨ
セ

の
妹
が
い
た
。
書
簡
の
宛
先
は
嘉
蔵
（
М
24
生
）、
文
末
に
嘉
録
の
名
も
み
え
る
。
子

ど
も
は
昇
（
Ｔ
６
生
）、
至
（
Ｔ
９
生
）、
浩
（
Ｔ
12
生
）
の
三
人
。
書
簡
は
長
男
の
養

育
に
関
す
る
依
頼
で
あ
る
。
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一
一

注
６　

白
道
子
宛
柴
山
氏
葉
書

「
残
暑
き
び
し
き
折
か
ら
先
生
は
益
々
御
健
勝
の
御
事
と
存
じ
上
げ
ま
す
。
い
つ
も
御

無
沙
汰
ば
か
り
い
た
し
ま
し
て
申
訳
も
有
り
ま
せ
ん
。
御
許
し
下
さ
い
ま
せ
。
扨
て
過

日
三
越
本
店
に
て
個
展
の
件
で
す
が
、
要
□
の
人
物
に
て
寺
岡
海
軍
中
将
（
元
）、
高

松
宮
殿
下
、（
武
官
終
戦
時
軍
務
局
長
）
殿
か
宮
殿
下
に
御
紹
介
下
さ
る
そ
う
で
す
か

ら
一
度
御
都
合
を
見
て
後
上
京
下
さ
い
ま
せ
ん
で
す
（
か
）。
御
待
ち
申
上
げ
て
居
り

ま
す
。
私
宅
は
渋
谷
よ
り
都
電
に
て
光
林
寺
下
車
反
対
側
で
す
。 

　

敬
具
」

注
７　

架
蔵
に
市
村
氏
著
『
新
潟
県
農
民
運
動
史
』（
Ｓ
50
・
中
村
書
店
刊
）
が
あ
り
、

著
述
経
歴
に
上
越
市
生
、
県
内
中
・
高
等
学
校
長
歴
任
と
あ
る
。

注
８　
〈
趣
意
書
〉
を
引
用
す
る
。　

「
郷
土
が
生
ん
だ
画
壇
の
稀
才
白
童
子
伝
川
喜
三
一
画
伯
が
川
崎
市
上
作
延
で
亡
く

な
ら
れ
た
と
の
訃
を
き
い
た
の
が
一
昨
年
の
昭
和
卅
八
年
の
夏
八
月
で
し
た
、
行
年

七
十
九
、
旧
鎧
郷
村
天
竺
堂
に
生
れ
、
は
じ
め
時
計
技
工
と
な
ら
れ
ま
し
た
が
志
を
画

道
に
求
め
て
円
山
派
尾
竹
竹
坡
画
伯
門
に
は
い
ら
れ
ま
し
た
、
居
る
こ
と
数
年
、
三
度

破
門
を
う
け
た
と
呵
々
大
笑
せ
ら
れ
て
お
つ
た
こ
と
が
昨
日
の
如
く
に
憶
わ
れ
ま
す
が

子
の
風
格
を
語
る
に
足
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
り
ま
す
。

東
京
、
大
阪
、
信
州
に
移
り
住
み
そ
の
間
一
時
は
巽
画
会
に
加
は
つ
て
異
彩
を
放
ち
、

つ
い
で
は
日
本
南
画
院
に
属
し
て
眞
に
苦
節
五
十
余
年
自
ら
孤
高
を
持
し
、
な
が
ら
い

え
に
独
自
の
画
格
を
開
か
れ
ま
し
た
、
晩
年
は
当
地
巻
を
靜
安
の
假
寓
と
し
て
ま
す
ま

す
古
画
の
筆
法
を
追
究
し
つ
つ
「
越
後
の
ロ
ー
カ
ル
カ
ラ
ー
」
を
と
…
幾
多
の
製
作
を

残
さ
れ
ま
し
た
。

白
童
子
先
生
逝
い
て
す
で
に
三
年
、
菊
花
の
好
季
左
記
に
よ
り
ま
し
て
各
位
の
御
愛
藏

の
御
出
陳
を
い
た
だ
い
て
遺
作
展
を
催
し
短
軀
長
髪
の
子
が
異
容
を
追
憶
し
な
が
ら
諸

名
品
を
あ
ら
た
め
て
靜
か
に
清
鑑
す
る
の
機
を
得
た
い
も
の
と
念
ず
る
も
の
で
あ
り
ま

す御
協
賛
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す

　
　

昭
和
四
十
年
十
月
十
七
日 

巻
町
公
民
館
長　

樋
口
弘
雄

　
　
　
　
　
　

記

一
、
伝
川
白
童
子
画
伯
遺
作
展
覧
会　

巻
町
公
民
館
主
催

二
、十
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
（
二
日
間
）

三
、
於
巻
町
公
民
館
階
上
会
場

四
、
遺
作
品　

三
十
余
点
（
幽
外
、
大
我
、
白
童
子
の
三
期
）」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

注
９　

巽
（
た
つ
み
）
画
会
は
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
に
、
深
川
在
住
の
村
岡

応
東
、
遠
山
素
香
、
大
野
静
方
の
三
人
に
よ
り
創
立
。
南
米
岳
が
手
腕
を
振
る
い
、
鏑

木
清
方
、
菱
田
春
草
、
山
田
敬
中
、
今
村
紫
紅
、
木
島
桜
谷
、
菊
池
契
月
、
上
村
松
園
、

尾
竹
竹
坡
と
国
観
、
山
内
多
門
、
町
田
曲
江
、
安
田
靫
彦
、
田
中
頼
章
、
小
室
翠
雲
等

を
審
査
員
に
招
き
展
覧
会
を
催
す
。
青
年
画
家
の
発
表
の
場
と
な
っ
た
。

　

日
本
南
画
院
は
江
戸
期
の
南
画
を
基
礎
と
し
て
、
大
正
十
年
全
国
の
南
画
家
が
結
集

し
て
創
立
さ
れ
る
。
三
井
飯
山
、
河
野
秋
邨
、
小
室
翠
雲
、
水
田
竹
圃
、
矢
野
橋
村
、

松
林
桂
月
等
に
よ
る
。

　

例
と
し
て
『
日
本
南
畫
院
展
覧
会
図
録
』
に
は
、
第
十
回
展
（
Ｓ
６
図
録
発
行
）
に

白
道
子
は
「
村
童
遊
喜
」
を
発
表
。
十
一
回
展
（
Ｓ
７
図
録
発
行
）
に
「
春
」、
十
四

回
展
（
Ｓ
10
図
録
発
行
）
に
は
「
三
原
山
」
を
出
品
。「
三
原
山
」
作
は
地
元
に
伝
わ
っ

て
い
る
。
縦
110
×
横
130
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
大
作
。
注
５
書
簡
文
中
に
、
日
本
南

画
院
同
人
を
目
指
し
制
作
に
没
頭
し
て
い
る
記
述
が
あ
っ
た
こ
と
と
符
合
す
る
出
品
記

録
で
あ
る
。

　

付　

記

　

脱
稿
後
、
大
橋
三
郎
様
よ
り
巻
頭
に
触
れ
た
昭
和
五
十
年
代
の
西
川
中
学
校
に
お
け

る
白
道
子
展
に
つ
い
て
、
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
五
月
二
十
八
日
、
越
後
西
川

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
認
定
状
伝
達
式
行
事
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の

御
教
示
を
得
た
（『
西
川
町
史
考　

そ
の
27
』
Ｈ
11
刊
）。
追
記
す
る
と
共
に
資
料
の
ご

提
供
に
謝
意
を
表
し
た
い
。




